
厚生労働省における児童虐待防止対策の推進体制について

○ 児童虐待について発生予防から自立支援までの一連の対策の更なる推進等を図るため、省内横断的な組織と
して、厚生労働大臣を責任者とする「児童虐待防止対策推進本部」を設置する。

児童虐待防止対策推進本部【平成２８年４月～】

本部員

○雇用均等・児童家庭局総務課《企画、総合調整等》、虐待防止対策推進室《児童虐待防止対策》、少子化総合対策室

《地域子育て支援》、家庭福祉課《社会的養護等》、保育課《就学前の保育施策》、母子保健課《母子保健施策》

○医政局総務課《産科・小児医療》、地域医療計画課《産科・小児医療》

○職業安定局総務課《雇用対策》

○職業能力開発局総務課《職業的自立支援》

○社会・援護局地域福祉課《生活困窮家庭への支援》

○社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課《障害児・家族への支援》、精神・障害保健課《精神障害のある家族等への支援》

○参事官（社会保障担当参事官室長併任）

本部長代行：厚生労働副大臣（子育て支援担当）、厚生労働大臣政務官（子育て支援担当）
本部長代理：事務次官、厚生労働審議官

副本部長：雇用均等・児童家庭局長

副本部長代理：大臣官房長、社会・援護局長、社会・援護局障害保健福祉部長、政策統括官（社会保障担当）

※１ 会議の庶務は、政策統括官付社会保障担当参事官室の協力を得て、雇用均等・児童家庭局総務課において処理。
※２ 今後、必要に応じて推進本部を開催。

本部長：厚生労働大臣
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